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磐梯山周辺地域 

広域資源調査について 
-２次調査中間報告と 3 次調査計画について- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島地熱プロジェクトチーム 
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１．はじめに 

2013 年より、磐梯山周辺地域で、福島地熱プロジェクトチームにより地熱資源調査を実施していま

す。これまで、2013 年には、1次調査である「温泉モニタリング提案のための地表調査」、2014 年

と 2015 年には、２次調査である「地下構造推定のための地表調査（2 年目）」を実施しました。 

その調査結果について説明するとともに、2016年度には、３次調査（掘削調査）を実施したく、そ

の概要についても説明します。 

 

  【福島地熱プロジェクトチーム参画会社】 

出光興産（株）              ★ 石油資源開発（株）            ★ 

国際石油開発帝石（株） 三井石油開発（株） 

三菱マテリアル（株）           ★ 三菱商事（株） 

住友商事（株） 三菱ガス化学（株） 

地熱技術開発（株） 日本重化学工業（株） 

  ★：オペレータ会社 

 

２．調査範囲 

 調査範囲  磐梯山周辺地域を調査範囲としました。 

磐梯山周辺地域を大まかに４つのエリアに分けました。昨年度の調査結果より、掘削候

補地として磐梯東部を選定し、今年はそこで精査を行いました。 

 

猪苗代町側 

第2種特別地域側 

渋谷登山道北側 

第３種特別地域側 

国道４５９西側 

温泉準保護地域を除く 

磐梯東部 

裏磐梯 

磐梯西部 

表磐梯 

▲磐梯山 
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３．大前提 

地域の合意（地域の皆様のご理解が必要）を大前提とします。 

 

4．調査の流れ 

調査を次の段階に分け、地域協議会等で地域の合意を得て次の調査に進みます。 

 広域資源調査の進め方（一例） 
 【提案】地域協議会 地表調査（１次調査） 

地域の合意 

広
域
資
源
調
査
（
今
回
計
画
し
て
い
る
調
査
） 

 

 

地表調査 【１次調査】温泉モニタリング提案のための地表調査 
①源泉調査 ②流体地化学調査 ③地質・変質帯調査 ④微小地震観測 
⑤環境調査 

1 年目 

 

 【提案】温泉モニタリングと地表調査（２次調査） 

地域の合意 

 

 【２次調査】地下構造推定のための地表調査 

①温泉モニタリング ②微小地震観測 ③環境調査（現地調査）  
④重力調査 ⑤電磁探査（MT 法） 

2～3 年目 

 

 【提案】調査井掘削位置・深度等 

地域の合意 

 

坑井調査 【３次調査】調査井掘削 

1000～3000ｍ程度の調査井（構造試錐井）を掘削し、地質構造、地

下温度、透水性などを調査する。 

4～5 年目 

 

 有望地点での開発調査井掘削計画策定・提示 

継続判断・地域の合意 

 

事業性調査 
 

貯留層評価 

経済性評価 

 

掘削調査（大口径掘削） 
実際の生産井、還元井と同規模の調査井を掘削して生産、還元能力試験を行う。 

生産井／還元井掘削 
生産井／還元井（大口径）を掘削する。 

実証試験 
数か月にわたり生産、還元試験を行い、貯留層の安定性を確認して、発電出
力を決定する。 

環境アセスメント 
大気/水質、動植物、騒音/振動、温泉等の調査結果に基づき、環境影響評価

（アセスメント）を行う。 

 

地域の合意 

事
業
性
調
査
・
事
業
化 

6～9 年目 

 

発電所操業 地熱発電所建設 10～12年目 

 

※ 調査の進め方の一例として示しますが、調査結果や地域協議会の状況等によって変更・中止となる可能性があります。 
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５．３次調査（掘削調査）について 

これまで３年間にわたり、磐梯山周辺地域を４つのエリアに分け、地表調査を実施して来ました。 

（１）これまでの経緯と 3 次調査（掘削調査）の概要について 

昨年度までの調査結果に基づき、掘削候補地として磐梯東部を選定しました。 

調査名 磐梯東部 

源泉・流体地化学調査 
付近に温泉が自然湧出していることから水の存在が示唆されます。源泉の成分

から推定される貯留層温度は 190～210℃です。 

地質変質帯調査 カルデラ、貫入岩
かんにゅうがん

に沿って貯留層・断裂の存在が示唆されます。 

重力探査 
低重力異常と高重力異常の境界と、重力構造線が集中しているため、貯留層・

断裂の存在が示唆されます。 

電磁探査（MT 法） 磐梯東部低比抵抗域が分布し、貯留層・断裂の存在が示唆されます。 

環境調査 
温泉跡地周辺は周囲から見えにくく、旧土湯沢温泉跡地では、跡地活用が考え

られます。 

さらに今年度は、磐梯東部に絞り込み、重力探査と、電磁探査（MT 法）の精査と総合解析を行い３

次調査（掘削調査）の可能性、及び、掘削場所と掘削ターゲットの選定、調査計画の策定を行いました。 

地熱の 3 要素である、熱源（マグマだまり）、水、貯留層・断裂に分けると次のようになりました。 

地熱 3要素 磐梯東部 

熱源（マグマだまり） 

・磐梯山直下の標高約-5,000m 以深において、直径 5,000m 程度の規模の

熱源（マグマだまり）が存在すると考えられています。 

・磐梯山山頂およびその北側の深部で低比抵抗域が分布します。これは過去

の噴火に関連していると思われ、高温域の中心部と思われます。 

貯留層・断裂 

・磐梯山山頂北東側では北西-南東方向の比抵抗不連続線が分布し、重力の急

傾斜部とも重なっています。 

・本地域の火口列の方向や変質帯分布、広域の応力や断裂方向などを考える

と、北西-南東方向で開口性の断層が発達されると期待され、この断層は熱

源に近い事から熱水の上昇域と推定できます。 

水 
・断層上方の浅部では低比抵抗域が分布し、熱水活動に伴う変質帯の存在が

考えらます。 

 

このため、２０１６年度（来年度）より、温泉跡地に掘削基地を造成し、そこから次の２坑の地熱調

査井を掘削することにより、事業性調査への移行を見極めることとします。 

掘削調査概要 

No. 掘削基地 方位 傾斜掘削計画 

BD-1 温泉跡地 南方向西に約 20° 最終坑径   8.5 インチ（21.59 cｍ） 

掘削長    2,300m 

垂直深度   1,900m 

偏距
へんきょ

（口元からの水平距離）1150m 
BD-2 温泉跡地 南方向西に約 70° 

熱水流動を規制すると期待される北西-南東方向の断裂系を横切り、熱水上昇域の上部に発達すると

期待される浅部低比抵抗域の下方をターゲットとする掘削計画となっています。 

詳細は、本資料の「8．これまでの地熱資源調査結果」で説明します。 
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掘削調査を計画している温泉跡地の概要は次の通りです。 

項目 内 容 

所在地 福島県耶麻郡猪苗代町字土湯沢原 

地目 山林 

所有者 福島県耶麻郡猪苗代町 猪苗代地区財産区 

現況 等 ・以前は温泉旅館があった場所ですが、取り壊され現在は空地になっています。 

・猪苗代財産区で管理され、入り口は進入禁止になっています。 

・掘削調査期間中、現地の見学会などを実施しますが、通常は安全確保のため一般の方は

立ち入ることはできません。 

・磐梯朝日国立公園 第３種特別地域に指定されています。 

 

スケジュール（例） 

8

機材搬入・設置

掘削工事

データまとめ・次期計画

温泉モニタリング調査

月数（参考）

資材撤去・搬出

敷地造成

1 2 3 4 9 10 11 12

掘削準備

5 6 7

 現時点でのスケジュールのため、変更になる可能性があります。 

跡 
地 

掘削基地 掘削基地外観 

国道４５９号線 

BD-1 坑跡 

BD-2 坑跡 
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（２）工事の概要、考えられるリスク、対策、評価について 

項目 

工事の概要 

考えられるリスク 対  策 2015 年 

2 月の説明会 
温泉跡地 

敷地の造成 

道路の建設 

 
(2～3ヶ月程度) 

・掘削基地とし

て１箇所あた

り一辺 50ｍ

程度の敷地を

造成します。 

・周辺道路まで

のアクセス道

路を建設しま

す。 

・掘削基地として

50ｍ×100m 

（2 箇所の場合）

程度の敷地を造成

します。 

・国道 459 号線ま

で約 500m の既

存アクセス道路を

整備します。 

・樹林の伐採や地形の改

変を伴う造成を行うた

め、風致景観や生物多様

性への影響、公園利用に

対する支障が発生する

場合があります。 

・温泉跡地を活用し、土地の改

変を最小限に抑えます。 

・事前に環境調査を実施し、来

年度の掘削調査に関しては、

環境に対して特段の対応が必

要でない場所で実施します。 

リグ ( やぐ

ら)の建設 
 

(1～2ヶ月程度) 

・掘削敷地内

に、高さ 30

～50m のリ

グ（やぐら）

を設置しま

す。 

・掘削調査期間中、

掘削敷地内に、高

さ50mのリグ（や

ぐら）を設置しま

す。 

・リグ（やぐら）が設置

されるため、風致景観へ

の影響があります。 

・土木、建設工事に伴う

事故や、工事車両による

交通事故のリスクがあ

ります。 

・温泉跡地は、景観シミュレー

ションの結果、観光スポット、

登山等からは殆ど見えない場

所です。 

・リグ（やぐら）は、掘削終了

後撤去し、坑口を塞ぐための

バルブを設置します。 

・工事監理を徹底します。 

掘削作業 
 

(4～６ヶ月程度) 

・地下 1,000

～3,000ｍの

調査井を掘削

します。 

・掘削時に河川

水を使用しま

す。 

・地下 2,300ｍの

調査井を掘削しま

す。 

・掘削時に土湯沢の

沢水（水利権なし）

を使用します。 

・正確な評価を行う

ため、最終口径は、

地熱発電所で使わ

れているものと同

じ（8.5 ｲﾝﾁ）です。 

・掘削期間中は騒音・振

動が発生します。夜間も

工事を実施します。 

・掘削排水が発生します。 

・地質条件によっては期

間が伸びる場合があり

ます。 

・温泉や地下水が噴出す

る可能性があります。 

・全量逸
いつ

泥
でい

※になり泥水
でいすい

※

が地中に混入する可能

性があります。 

・温泉や地下水への影響

の懸念があります。 

・工事車両による交通事

故のリスクがあります。 

・騒音、振動の対策を講じます。

（集落からは１ｋｍ以上離れ

ています。） 

・掘削排水は産業廃棄物として

専門業者に処理を委託しま

す。 

・温泉や地下水を湧出させる調

査ではありませんが、温泉モ

ニタリングを周辺 15箇所で

実施し影響が出た場合の対応

について取り決めた、協定書

を締結します。 

・全量逸泥になった場合は、泥

水を真水に切り替えます。 

・工事監理を徹底します。 

調査井評価 調査井を掘削して、以下の坑井地質調査と物理検層の評価を行うことにより、地質構造や、

地熱構造を推定します。 

調査名 実施すること わかること 

坑井地質調査 掘削工事中に採取した岩石試

料の観察や分析を行います。 

調査地域の地下の地質・地熱構造が把

握できます。 

物理検層 坑内に測定器を降下させ物理

性状を調べます。 

調査井の温度、圧力、比抵抗等の地下

情報を取得します。 

・調査井の温度が 200℃以上で、透水性を持つ地層や地熱貯留層を見つけることが目標です。 

・調査井は、評価後、事業用に転用する場合と、埋め戻して原状復旧する場合とがあります。 

※逸泥：掘削ビットの先端が断裂系に到達し、泥水が回収できなくなる現象を言います。 

※泥水：掘り屑の除去、掘削器具の潤滑性向上、噴出防止などのために、調査井掘削の際、水とベントナイ

ト（粘土）懸濁液を主体としたものに、調泥剤を加えた液体で坑井内を循環させます。 
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リグ（櫓
やぐら

）（掘削工事中）        坑口
こうこう

装置
そ う ち

（掘削工事終了後） 

 

（３）法規制等 

温泉跡地で掘削調査をする場合、必要な許認可は次の通りです。 

法規制等 備 考 

自然公園法 特別地域における 

・土地の形状変更 

・仮設工作物の新築 

・土石の採取 

掘削計画地は、磐梯朝日国立公園第3種特別地域に該当するため、原

則として地熱開発は認められていません。ただし、地域合意や情報の公

開等、優良事例としてふさわしいものであると判断される場合のみ掘削

調査や地熱開発が可能です。 

温泉法（温泉掘削申請） 
温泉井戸と同様に温泉法が適用されます。地熱流体を噴出させる目的

で坑井を掘削する場合、温泉法による坑井掘削許可が必要となります。 

猪苗代町条例 

（猪苗代財産区財産使用許可） 

許可を得ます。 

国有林野法（国有林）、森林法（保安

林）、農地法、河川法、砂防法 等 
該当しません。 

偏距
へんきょ

 

垂直深度 

掘削工事模式図 
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掘削調査開始までに、掘削用地の確保と合意、許認可の取得等の準備を行うとともに、地域協定書の

締結などを行います。また、掘削調査は温泉を湧出させることが目的ではありませんが、引き続き調査

地域周辺で温泉モニタリングを実施します。 

 

６．地熱調査・開発を実施するにあたり 

地熱資源は、温泉の保護を図りつつ適正に利用していかなくてはなりません。地熱事業者は、温泉関

係者をはじめとする地域の方々が、地熱開発により不利益を被ることなく、長期に亘って、共存共栄の

関係となる事業を作り上げることを目標とします。 

①地域の合意 

・調査・開発にあたり、情報開示を行い、ステップ毎に地域の合意を得ながら進めます。 

②自然環境や景観の保護 

・改変面積の最小化や周辺地域の環境保全に努めます。 

・森林（里山）景観との調和に努めます。 

③温泉や観光資源の保護 

・温泉モニタリングを実施し、地熱調査・開発による温泉への影響を監視します。 

・温泉利用に支障が出た場合には、第三者専門家、温泉関係者、自治体、地熱事業者で検討し、

対応策を実施します。 

④地域経済の活性化 

・地域貢献策として、行政、地域の方々と意見交換をしながら検討します。 

日本温泉協会は、地熱発電問題で声明文「無秩序な開発反対」を発表し、声明文の中に、無秩序

な地熱開発を回避するための 5項目を提案されています。 

 

 

 

 

 

 

協定書について 

3 次調査（掘削調査）に入るまでに、協定書を締結することにしています。 

項目 内容 

締結当事者 
・磐梯３町村（猪苗代町、磐梯町、北塩原村）との間で締結します。 

行政と使用収益権者の間は、同じ内容の覚書を締結していただきます。 

損害賠償項目 ・下記文言に準拠します。 

その他項目 
・本調査の実施、協議会等の設置、環境の保全、温泉モニタリング、苦情等の処理、 

損害賠償、相互協力、参画会社の合意、有効期間 等について記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本温泉協会 5 項目の提案 
１．地元（行政や温泉事業者）の合意 

２．客観性が担保された相互の情報公開と第三者機関の創設 

３．過剰採取防止の規制 

４．断続的かつ広範囲にわたる環境モニタリングの徹底 

５．被害を受けた温泉と温泉地の回復作業の明文化 

【参考】「磐梯山周辺地域 地熱資源調査 ３段階（掘削調査）における協定書の補償文言について 
これまでの説明を踏襲し、次の文言に準拠したものにします。 

①民法の規定 

万が一、本地域での地熱調査が原因で、温泉に影響が出た場合、被害を受けた温泉の補償については、まず民法上の

損害賠償である、債務不履行に基づく損害賠償（415 条以下）と不法行為に基づく損害賠償（７０９条以下）にかか

る規定を遵守し、誠意をもって対応いたします。 

②モニタリングによる対応 

本地熱調査においては、モニタリングの結果、地熱調査の原因により、温泉の変化（温度、圧力、成分、湯量 等）

や、その他の項目に変化があった場合は、原状を回復する努力を行い、それが不可能な場合には、調査計画の見直しや、

損失補填も含めた代替措置を講じます。 

③開発に移行した場合の対応 

福島地熱プロジェクトチームでは、地熱資源調査までを対象としていますが、調査段階以降、地熱開発段階に進展し

た場合の、具体的な対応については、温泉や温泉地毎に異なった事情を考慮する必要があるため、調査段階や事業性調

査の結果等を踏まえ、地域の合意形成の過程において補償等も含め議論させていただきます。 
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さらに、これまでの住民説明会等では、温泉事業者、自然保護団体、一般市民の方より様々な懸念点

が出されています。 

地熱資源調査（地表調査、掘削調査）と、地熱開発・事業開発の各段階で対応しておくべき項目、対

応方法等は次の通りです。 

段  階 項  目 対 応 方 法 等 

全期間 ・地域合意、情報公開 ・全期間を通じて大前提とします。 

地表調査 

（2013～

2015） 

・協議会、住民説明会の実施 行政に次の会を設置していただいています。 

・磐梯山周辺地熱発電事業検討連絡協議会（磐梯３町村） 

・福島県における地熱資源開発に関する情報連絡会（福島県） 

掘削調査 

（201６～） 

・第三者機関の創設 ・福島県における地熱資源開発に関する情報連絡会専門家部

会に評価をお願いしています。 

・温泉への影響 ・地熱資源調査段階では、温泉を湧出させることが目的では

ありませんが、万一に備え、周辺で温泉モニタリングを実

施します。 

・温泉地からは離れた場所で実施します。 

・地下水、飲料水への影響 ・掘削排水を始めとする掘削により生じる廃棄物は専門業者に

より産廃処理し、周辺の土地や河川には廃棄しません。 

・景観、環境への影響 ・掘削用のリグ（やぐら）が建つのは掘削工事中だけで、工

事後はバルブを設置します。さらに、景観や環境への影響

が最小限になる場所を選定します。 

・補償問題、協定書の締結 ・補償内容について定め協定書を締結します。 

開発・事業化 

（時期未定） 

・過剰採取による温泉枯渇 

・地熱発電所からの騒音、悪臭 

・還元水による崖崩れ、地震誘発 

・景観、環境破壊 

・湖沼、地下水、飲料水汚染 

・噴気の消失 

・火山噴火誘発 

・震災、原発事故に伴う県民の

不安感情 

・地表調査、掘削調査の結果によっては、計画の変更・中止

になる可能性があります。 

・開発、事業化を実施するまでにプロジェクト内で検討し、

対策を実施する必要のあるものについては、対応し住民説

明会等で説明します。 

・補償問題、協定書の締結 ・開発・事業化のための協定書を締結します。 

 

 

有望地点とは？ 

地熱資源、自然環境、社会環境の面で有望な地点があり、かつ、地域合意を得られる見通しがある

場合、その場所を「有望地点」として選定します。 
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７．環境モニタリング 

環境に影響の殆どない地表調査段階から、定常時の状況や変動幅を把握しておくことを目的として次

の環境モニタリングを実施しました。調査の項目と内容は次の通りです。 

区分 項目 内容 

①社会環境調査 

土地の利用状況 ・調査範囲周辺において、土地の利用状況を調査しました。 

法規制等 

・掘削計画地における国立公園・国有林・公有林・私有林等

の区分図や、保安林・文化財位置図・鳥獣保護区位置図を作

成しました。 

②自然環境調査 

動植物の概況 

・これまで春季、夏季、秋季、冬季の環境モニタリングを実

施しました。 

・今年度は春季に掘削計画地周辺の精査を実施しました。 

景観の概況 ・掘削計画地での景観資源の視認状況を把握しました。 

③温泉モニタリング － 
・今年度より周辺の１５源泉で、１回／月のモニタリング調

査を実施しています。 

④微小地震観測 － ・今年度の調査として気象庁データを収集しています。 

 

（１）社会環境調査 調査範囲の土地の利用状況 

磐梯山山頂から、裏磐梯にかけては、掘削調査や地熱開発が認められていない特別保護地区に指

定されています。また、磐梯東部以外の地域では、スキー場など土地の利用が進んでいます。 

 

▲磐梯山 
アルツ磐梯スキー場 

メローウッド 

ゴルフクラブ 

磐梯東部 

裏磐梯 

磐梯西部 

表磐梯 

磐梯ゴールドライン 

天鏡台 

櫛ケ峰 

赤埴山 

町営磐梯山牧場 

猪苗代リゾート 

スキー場 

裏磐梯猫魔スキー場 

猪苗代スキー場 

ファミリーバーク 

ばんだい×２ 

裏磐梯スキー場 
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（２）環境モニタリング調査結果のまとめ 

春季に調査範囲を絞り込み三次調査（掘削調査）の掘削計画地周辺で調査を実施しました。 

 

■希少猛禽類 

・掘削計画地周辺に生息する猛禽類を把握しました。 

種名 対応等 

クマタカ 

・掘削計画地から、2.3ｋｍ離れた長瀬川対岸の１ペアの営巣地を特定しています。こ

のペアの 2013年ないし 2014 年産まれと推定される幼鳥を確認しました。しかし、

2015 年には繁殖を示唆する行動は確認されませんでした。 

・昨年の調査では１度だけですが、掘削計画地上空をクマタカの雄が飛翔しているのが

確認されています。 

・掘削計画地から、4.5ｋｍ離れた琵琶沢周辺に以前使用していた可能性がある巣があ

りますが、今年度の調査では、クマタカのペアそのものが確認されませんでした。 

 

■動物 

掘削計画地周辺で、これまでの調査から確認された重要な動物は次の通りです。 

種名 確認形態 対応等 

ニホンザル 糞 
掘削計画地は、広い遊動域のごく一部であり、直接的な影響は想

定されません。 

ツキノワグマ 糞、爪跡 
掘削計画地は、広い行動圏のごく一部であり、直接的な影響は想

定されません。 

ハチクマ 目視 
これまでの調査を通して、繁殖に係る行動が一切確認されていな

いことから、直接的な影響は想定されません。 

ノジコ 鳴声 

これまでの調査において、測量範囲近辺から長瀬川上流部にかけ

て広い範囲で確認されていることから、今回の改変規模では直接的

な影響は想定されません。 

 

  

 

 

 
長瀬川ペア成鳥雄 

（2015.6.4 撮影） 
 長瀬川ペアから産まれたと推定される幼鳥 

（2015.6.1 撮影） 



- 11 - 

 

■植物 

掘削計画地周辺で、これまでの調査から確認された重要な植物は次の通りです。 

種名 対応等 

エンコウソウ 
掘削計画地の水路跡で１株確認されました。植栽されたものと考えられます。

周辺の湿性地の改変を行わない限り、直接的な影響は想定されません。 

サワオグルマ 
掘削計画地周辺の湿性地で 101 株確認されています。今回計画している掘削調

査では、湿性地の改変を行わないことから、直接的な影響は想定されません。 

 

 

2015.5.14 撮影         2015.5.28 撮影 

 

掘削計画地では、直接的な影響が及ぶ、重要な動物、重要な植物および指定植物は確認されませんで

した。このため、今回の掘削調査に際して、特別な環境保全措置を実施する必要はないと考えられます。 

 

（３）今後の課題について 

来年度掘削調査を計画している温泉跡地は、上記状況ですが、温泉跡地周辺には、重要な動物、植物、

指定植物などが生息します。このため、今後掘削調査範囲を広げたり、開発・事業化へ進めたりする場

合には、状況に応じて次の調査を実施する可能性があります。 

①クマタカについて 

状況に応じて『猛禽類保護の進め方 改訂版（2012 年、環境省）』に準じ、周年の行動圏調査等と

行動圏内部構造解析を行う可能性があります。 

 

②動物・植物について 

・動物 

掘削調査範囲を広げたり、開発・事業化へ進めたりする場合には、重要な種が多く含まれるコウモリ

類・夜行性鳥類・ガ類（チョウ目）等の生息状況を把握するため、夜間調査やトラップ調査が必要です。

また、小型哺乳類、湿性地特有のオサムシ類など徘徊性昆虫についての生息状況の調査を実施して保全

措置を実施します。 

・植物 

掘削基地周辺には湿性地が存在します。このため、今後敷地造成範囲を広げる場合には、湿性地にお

ける必要な植物の調査と対策を実施します。 

 

エンコウソウ サワオグルマ サワオグルマ  
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（４）視認性調査 

リグ（やぐら）は掘削工事中に設置し工事後は撤去するものですが、50m の掘削リグ（やぐら）を

温泉跡地に設置した場合の視認範囲について、景観シミュレーションを実施しました。 

 

登山道や主要な観光地など通常人の行く場所からは見えない場所であることが判明しました。なお、

国道 459号線上は視認範囲になっていますが、木が生えており実際には見えません。 

 

 

 

 

 

  

調査地域は、自然性豊かで多様な環境を有する、山間地の生態系を呈する地域です。 

このため、動植物、生態系、自然景観、公園利用等に対しては十分な配慮を行います。 

川上登山道 

国道 459 

拡大図 
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（５）温泉モニタリング（2013～2015 年度調査結果） 

2015 年度より環境省の「温泉保護に関するガイドライン」に準拠した「温泉モニタリング」を実施

しています。 

この温泉モニタリングは、調査範囲全域の１５箇所で、2015 年 5 月より月 1 度実施しています。 

項目 内容 

目的 ３次調査（掘削調査）を実施する前に、定常時の状況や変動幅を把握しておくことを

目的として実施しています。 

測定項目・ 

頻度 

環境省の「温泉保護のガイドライン」に準拠して、温泉水位（地上部から温泉水面ま

での距離）、湧出量、孔口圧力（源泉孔口の圧力）、温度、ｐＨ、電気伝導度のうち、

測定可能な項目のモニタリングを月 1 回実施しています。 

条件等 ・源泉所有者、温泉事業者、管理者等と合意の上実施しています。 

・地域で実績のある温泉コンサルタント事業者に依頼して実施します。 

・データの提出先は、源泉所有者（管理者）と、行政関係、第三者機関とします。 

モニタリング

源泉名 

①湯平山    ②裏磐梯弥六沼   ③剣ヶ峯   ④五色温泉    ⑤磐梯大府平 

⑥磐梯高原休暇村  ⑦磐梯高原裏磐梯  ⑧湯沼第一 ⑨磐梯温泉 ⑩猪苗代四季の湯 

⑪猪苗代・葉山 2 号  ⑫磐梯山麓温泉  ⑬表磐梯 2 号 ⑭住吉館  ⑮磐梯山清水平 

 

【温泉モニタリングデータの一例】 

 
例）Aug-13 ⇒ 2013 年 8 月 

 

 

【写真はイメージで、モニタリングデータとの直接的な関係はありません。】 
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 ８．これまでの地熱資源調査結果 

（１）調査実績と３次調査（掘削調査）実施可能性のある場所と掘削ターゲットの選定 

①調査実績 

  

調査準備

物
理
探
査 電磁探査（MT

法）（精査）

調査準備
重力探査
　（精査）

観測・データ整理

許認可・説明会

温泉モニタリング

微小地震観測

その他 ３次調査準備

環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

環境調査
（動植物調査）

モニタリング調査

現地調査（動植物）

データ整理

現地調査

解析・報告書作成

現地調査

解析・報告書作成

2月 3月4月
実績 予定

現地調査

温泉モニタリング 現地調査

5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月

　２０１５年度（２次調査　2年目）

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月

　２０１４年度（２次調査　1年目）

環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

重力探査

調査準備

現地調査

解析・報告書作成
物
理
探
査

解析・報告書作成

現地調査（動植物）環境調査
（動植物調査） データ整理

微小振動観測 観測・データ整理

電磁探査
（MT法）

調査準備

現地調査（動植物）

環
境
調
査

社会環境調査
聞き取り調査

文献調査

自然環境調査

文献調査

眺望地点からの写真撮影

報告書作成

微

小
振

動

観
測

観測点選定・観測装置の設置

観測データ回収

データ整理・報告書作成

地

質
変
質

帯

調
査

現地調査

分析

解析・報告書作成

源
泉

・
流

体
地

化
学

調

査

源泉調査

流体地化学調査

取りまとめ報告書作成

10月11月12月 1月 2月 3月

　２０１３年度（１次調査）

4月 5月 6月 7月 8月 9月
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③貯留層・断裂 

 

①熱源 

②水 

（２）調査結果のまとめと３次調査（掘削調査）場所の選定 

これまでの地表調査の解析結果より現時点での３次調査（掘削調査）の

可能性について検討しました。 

 地熱資源が存在するためには、地熱の３要素と言われる 

①熱源（マグマだまり） 

②水 

③貯留層
ちょりゅうそう

（熱水や蒸気が貯まっているところ）・断裂
だんれつ

（岩石の隙間） 

の存在が必要です。やかんでお湯を沸かし、その蒸気を利用することと比較する

と、熱源（マグマだまり）はコンロ、水はやかんの水、貯留層・断裂はやかんに相当します。 

熱源（マグマだまり）は、磐梯山の地下深部に存在すると考えられます。 

このような熱源が地下深部に存在する地域では、地表水起源の地下水が地下数千ｍまで浸透すると、

その地下水が熱せられて貯留層を形成することがあります。貯留層の形成には、断裂が必要です。 

昨年度までの調査では、磐梯山周辺を 4地域に分けそれぞれの調査結果をまとめました。 

調査名 磐梯東部 磐梯西部 表磐梯 裏磐梯 

源泉・流体

地化学調査 

温泉が自然湧出して

いることから水の存在

が示唆されました。 

貯留層温度の推定値は

190～210℃でした。 

温泉が湧出していま

すが、貯留層温度の推

定値は 170～180℃

でした。 

温泉が湧出していま

すが、貯留層温度の推

定値は 170～180℃

でした。 

温泉が湧出していま

すが、貯留層温度の推

定値は 70～120℃で

した。 

地質変質帯

調査 

カルデラ、貫入岩
かんにゅうがん

に

沿って貯留層・断裂の

存在が示唆されまし

た。 

噴気活動が確認され

るため貯留層・断裂の

存在が示唆されまし

た。 

地熱資源の兆候は発

見できませんでした。 

地熱資源の兆候は発

見できませんでした。 

重力探査 

低重力異常と高重力

異常の境界と、重力構

造線が集中しているた

め、貯留層・断裂の存

在が示唆されました。 

高重力異常や、重力

構造線は見られます

が、地熱活動との関係

は不明でした。 

重力構造線は見られ

ますが、地熱活動との

関係は不明でした。 

裏磐梯スキー場東側

に低重力異常が存在

し、貯留層・断裂の存

在が示唆されました。 

電磁探査

（MT 法） 

磐梯東部低比抵抗域

が分布し、貯留層・断

裂の存在が示唆されま

した。 

裏磐梯低比抵抗域の

西側に低比抵抗域が分

布しますが、地熱活動

との関係は不明です。 

表磐梯低比抵抗域が

分布し、貯留層・断裂

の存在が示唆されまし

た。 

裏磐梯低比抵抗域が

分布しますが、地熱活

動との関係は不明で

す。 

社会環境 

調査 

温泉跡地周辺は周囲

から見えにくく、土地

活用が考えられます。 

国道 459号線沿は

景観保護地域に指定さ

れています。 

磐梯山頂周辺は国立

公園の特別保護地区に

指定されています。ま

た、スキー場、ゴルフ

場など土地の利用が進

んでいます。 

スキー場、温泉、別

荘地など土地の利用が

進んでいます。観光地

からの重点眺望箇所と

なっており、掘削調査

は制限されます。 

大部分が国立公園の

特別保護地区と、第一

種特別地域に該当する

ため、掘削調査は認め

られません。 

 

昨年度までの地表調査の結果、磐梯東部がすべての項目で可能性が高いことが判明したため、磐

梯東部を掘削候補地として設定しました。 

このため、今年度は磐梯東部での精査を実施し、地熱資源が賦存する可能性が高いことがわかり

ました。ただし、これはこれまでの調査結果から得られた推定です。地熱資源とは関係のない、単なる

地熱とは無関係の地下構造を表している場合もあります。このため、来年度は、磐梯東部において、地

熱調査井を掘削することにより、事業性調査への移行を見極めることとします。 
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（３）源泉・流体地化学調査（2013 年度調査結果） 

源泉調査では、現地のご協力をいただき調査を実施しました。調査は、源泉の位置、湧出状況および

利用状況の現地調査・聞き取りを行いました。 

流体地化学調査では、調査地域の温泉水・噴気の性状を知り、その起源や流動形態等について解析す

るために、温泉水と湧水・河川水などの地表水の採取・分析を実施しました。 

 

分析結果をもとに、溶存化学成分による温泉水の分類、温泉水・溶存化学成分の起源、地化学温度、

温泉の生成機構等について考察を行いました。また、滞留時間はトリチウム濃度により推定しました。

磐梯山周辺地域を４つのエリアと、源泉の成分により６つのタイプに分けて概要をまとめました。また、

貯留層
ちょりゅうそう

温度は、温泉成分から計算した地化学温度により推定しました。 

表 源泉流体地化学調査結果 

エリア 項目 結果 起源と成因の推定 

磐梯東部 泉温 25.1～35.0 ℃ 概要；標高およそ 690～770m の斜面から自然湧

出する温泉です。 

温泉水；無色・透明無臭で遊離ガスは伴いません。 

成因；天水
てんすい

（降水）起源の浅部地下水を主とし、そ

こに貯留層から断裂などを通って浅部まで上昇し

た熱水が混合して生成しています。 

pH 5.9～7.4 中性泉 

湧出状況 自然湧出・掘削自噴 

滞留時間 短い 

貯留層温度(推定値) 190～210℃ 

磐梯西部 泉温 33.7～74.0 ℃ 概要；標高およそ 1300m の噴気を伴う変質帯から

数カ所で自然湧出しています。 

温泉水；灰白色の濁り、強い硫化水素臭があり、湯

だまり下からガスが湧出しています。 
pH 

2.2～2.8 

酸性泉 

 

Ⅰ 

湧出状況 自然湧出 成因；地表水または浅部地下水に火山ガスが吹き込

み生成しています。  滞留時間推定 短い 

貯留層温度(推定値) - 

Ⅱ 

湧出状況 掘削動力揚湯 成因；天水起源の地下水が、地下深部において熱伝

導によって加熱され生成しています。  
滞留時間 長い 

貯留層温度(推定値) 170～180℃ 

表磐梯 

 

泉温 38.0～57.8 ℃ 概要；標高およそ 550～700m に位置し、掘削井

から湧出しています。 

温泉水；無色透明で弱い硫化水素臭又は金気臭を持

つ所、淡褐色で金気臭がある所がありました。 
pH 

6.1～7.6 

大半が中性泉 

 

Ⅰ 

湧出状況 掘削動力揚湯 成因；天水起源の地下水が地下深部で熱伝導によっ

て加熱され生成された熱水が伝導冷却しながら

上昇し、その間に滞留時間の長い地下水と混合

して生成しています。 

滞留時間 長い 

貯留層温度(推定値) 170～180℃ 

Ⅱ 

湧出状況 
自然湧出・掘削自

噴・掘削動力揚湯 

成因；表磐梯Ⅰと同様、天水起源の地下水が地下深

部で熱伝導によって加熱され生成された熱水が伝

導冷却しながら上昇し、その間に滞留時間の長い

地下水と混合しながら生成しています。表磐梯Ⅰ

に比べ地下水の影響が大きいことが特徴です。 

滞留時間推定 長い 

貯留層温度(推定値) 180℃程度 

裏磐梯 泉温 48.0～68.6 ℃ 概要；標高およそ 770～830m に位置する掘削井

から湧出する温泉です。 

温泉水；湧出直後はいずれも無色透明で弱い金気臭

や硫化水素臭があります。 

成因；滞留時間の長い天水起源の地下水が地下深部

での熱伝導によって加熱され生成しています。 

pH 8.2～9.0 
弱アルカリ性～アルカリ性泉 

湧出状況 掘削動力揚湯 

滞留時間 長い 

貯留層温度(推定値) 70～120℃ 
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（４）地質・変質帯調査（2013 年度調査、2015 年度修正結果） 

地熱流体の貯留や流動などを規制すると考えられる地質層序・地質構造・断裂
だんれつ

系及び変質帯
へんしつたい

（熱水に

より岩石が劣化したもの）を明らかにして地熱構造を把握しました。 

★地質断面図（BD-1 断面） 

 
★地質断面図（BD-2 断面） 

 
★地質断面図（磐梯山断面） 

 
【凡例】 
 

 

 

地質断裂系調査ならびに今年度の重力探査結果を参考に、掘削予定の坑井に沿った断面の BD-1断面、

BD-2断面、および温泉跡地と磐梯山山頂を切る磐梯山断面の 3つの地質断面図を修正しました。 

 

 

 

 

温泉跡地の周辺では、地下において新第三紀堆積盆地（構造運動でできた凹地
く ぼ ち

）や貫入岩
かんにゅうがん

にそっ

て断裂
だんれつ

が比較的多く分布し、地下深部より地熱流体の上昇経路となっている可能性があるため、地

下には地熱資源が存在する可能性があります。 
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（５）重力探査（2014・2015 年度調査結果） 

実施したこと 

・調査地域内に定めた観測点で重力計を用い、重力測定を行いました。 

・重力測定点の位置や標高は、GPS測量により求めました。 

・測定機器を地上に置くだけで測定できます。 

何がわかり 

何に利用するか 

・各測定点での重力測定結果から重力異常図を作成しました。 

・重力異常図の解析から、地下の密度構造、基盤構造や断裂構造を推定しました。 

 

 

調査範囲内で許認可を取得し、65 測点で測定を行い、昨年度の測定結果（79 点）と合わせて重力

構造図を作成しました。 

重力構造図で示した残差重力異常とは、各種補正をして得られた重力異常図から、更に広域成分とノ

イズ成分を除去し、深度約2,000mより浅い範囲の重力異常のみを等高線図にして表現したものです。 

重力構造 性 質 存在を示唆するもの 

高重力異常 周囲より重力値が高い 

・高密度の岩石の分布が推定されます。磐梯地域では、高密度

の岩石として、基盤岩
きばんがん

である花崗岩
かこうがん

及び変成岩
へんせいがん

類、または、

貫入岩
かんにゅうがん

（マグマが周囲の地層中に貫入して固結してできた

岩石）などが推定されます。 

低重力異常 周囲より重力値が低い 

・低密度の岩石の分布が推定されます。地層の落ち込みによっ

て盆地が形成され、その中に堆積する堆積物は、低密度を示

す傾向があります。 

・盆地の周辺部には断裂が分布するものと思われ、断裂に沿っ

て地下からの高温地熱流体が上昇し、貯留層を形成している

可能性があります。 

重力構造線 
高重力異常と低重力異

常の境界部 
・地熱流体の経路となる断裂の発達が推定されます。 

重力基盤 
ある地層に対する基盤

をなす地層 

地質学では、ある地層に対する基盤をなす地層という意味で

基盤という言葉を使用します。 

一般的に深部に古い時代に形成された地層があり、その上に

新しい時代に形成された地層が分布します。 

古い時代の花崗岩類や変成岩類などの基盤岩とそれより新

しい時代の地層の密度差を仮定し、重力異常から解析された基

盤深度が推定できます。 

 

昨年度の調査では下記のことが明らかとなりました。 

 磐梯山周辺と、猫魔ヶ岳周辺、長瀬川の東側には、それぞれ磐梯山高重力異常、猫魔高重力異常、

長瀬川東高重力異常が存在します。また、裏磐梯と、渋谷の南側には、それぞれ裏磐梯低重力異常、

渋谷
しぶたに

低重力異常が存在します。 

GPS 

重力計 

重力探査 
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 低重力異常と高重力異常の境界部で、密な等高線として現れる重力構造線は、その多くが磐梯東部

に存在します。 

 渋谷
しぶたに

低重力異常、裏磐梯低重力異常と、長瀬川東高重力異常の境界部には、川
かわ

桁山
げたやま

断層があり、調

査結果と良く合っています。青い線で示した広域低重力異常域は、猪苗代盆地から会津盆地まで広

がる大きな構造であり、この地域の構造的特徴をよく表しています。 

 

本年度調査では、磐梯東部を中心に調査実施した結果、下記の点が新たにわかりました。 

 

 裏磐梯低重力異常を取り囲むような重力構造線が分布し、これらは、断層状の密度不連続構造を成

していると推定されました。 

 裏磐梯低重力異常の東部や南西側は、重力傾度が高く（重力異常の等位線の間隔が詰まっていると

ころに位置）、特に南西側は二重の重力構造線が位置し、このような重力構造線は、断層状の密度

不連続が存在することを示唆しています。 

 これらのことから、裏磐梯低重力異常の分布域は落ち込んだ構造をしており、周辺部には断層や断

裂が推定され、特に南西側には比較的規模の大きな断裂構造が存在する可能性があります。 

 

断層やその周辺には断裂が発達しているものと推定され、地熱貯留層を形成する断裂系が発達している

可能性があります。 

裏磐梯 

磐梯西部 

裏磐梯低重力異常 

長瀬川東 

高重力異常 

磐梯東部 

猫魔高重力異常 

表磐梯 

渋谷低重力異常 

磐梯山高重力異常 

▲磐梯山 

川桁山断層 
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【参考】 

重力構造線と密度不連続線について 

＜水平一次微分から推定される重力構造線＞ 

地下に構造ギャップが存在される場合、重力異常の水平一次微分値を計算すると、構造ギャップ上で

最大値を示し、構造が浅いほど最大値が大きくなります。図に示される青の線は直線的に延びる最大値

を重力構造線として抽出しています。 

＜鉛直一次微分から推定される重力構造線＞ 

地下に構造ギャップが存在される場合、重力

異常の鉛直一次微分値を計算すると、ゼロ値が

重力異常の変曲点を示し、深度に関係なく構造

ギャップ上でゼロ値を示します。図に示される

ピンクの線は直線的なゼロ値を重力構造線と

して抽出しています。水平一次微分で見逃しが

ちな深部の構造も抽出できます。 

＜密度不連続線＞ 

これらの重力構造線のうち密度モデルによる計算値（二次元多層構造解析）からも、構造ギャップが

再現されたものを、より確度の高い断層状の密度不連続線として抽出しています。 

 （物理探査ハンドブックより） 
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（６）電磁探査（MT 法）（2014・2015 年度調査結果） 

実施したこと 

・調査地域内に定めた観測点（地表）で、自然由来の磁場と電場を測定することに

よって地下の構造を推定しました。 

・電極と磁場センサーを地中に埋め、測定器につなげて測定しました。 

何がわかり 

何に利用するか 

・各測定点での比抵抗から、地域全体の地下比抵抗構造を求め、地下の岩石・変質

帯分布、基盤構造や貯留構造を推定しました。 

 

電磁探査（MT 法）におけるセンサー設置方法 

 

調査範囲内で許認可を取得し、105 測点（2014、2015 年度）で測定を行いました。 

 

比抵抗構造 性 質 存在を示唆するもの 

高比抵抗 電気が流れ難い ・緻密な岩石、未変質の火山岩層 

低比抵抗 電気が流れ易い 

・熱源、貯留層 

・溶存イオン量の多い水 

・地熱活動とは関係のない粘土、シルト、頁岩
けつがん

 

比抵抗不連続線 比抵抗の境界部 
・地熱資源に関係のある断裂の存在が推定されます。 

・地質の変質部と非変質部の境界である可能性があります。 

 

次ページの比抵抗平面図は、掘削計画での井戸の先端が来る、標高 -1,200m での比抵抗値分布（電

気の流れやすさ）を表しています。 

磐梯山の北側、北東側と南西側には、それぞれ裏磐梯低比抵抗域、表磐梯低比抵抗域が分布していま

す。 

リモート 

測 点 

30m程度 
30m 

程度 

50km以上 
Hz 

測定器及びバッテリー 

電極 
(Ex+,Ex-,Ey+,Ey-) 

磁場センサー（インダクション型コイル; Hx,Hy,Hz） 
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比抵抗の高・低域の境界部には、比
ひ

抵抗
ていこう

不連続
ふれんぞく

線
せん

を抽出することができます。高・低比抵抗域の境界

部に、比抵抗不連続線（（a）～（f））を想定しました。これらは、地質構造の境界部としての断裂の発

達部、または地質の変質部と非変質部の境を示していると考えられます。 

裏磐梯低比抵抗域は、800ｍ程度の厚さで比較的広く裏磐梯一帯に分布することから、そこに新第三

系の堆積物が分布するか、熱水活動による粘土化帯が広がっていることを示しているものと考えられま

す。 

 

 

 

磐梯山断面 

磐梯東部 

裏磐梯 

磐梯西部 

表磐梯 

裏磐梯低比抵抗域 

表磐梯低比抵抗域 

比抵抗平面図 

（標高-1200ｍ） 

ｆ 
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電磁探査（MT 法）解析結果断面図と地質断面図の比較

 

 

 

 

 

 

BD-1および BD-2に沿った断面の比抵抗分布と、同断面の地質断面を比較しました。 

BD-1断面図では、櫛ヶ峰北方に重力の急傾斜部より推定した断裂系を示しましたが、その上部に浅

部低比抵抗域が広がります。深部の低比抵抗域の下方には、過去の噴火に関係するマグマだまりが存在

すると考えられ、これが本地域の熱源と考えられます。 

同熱源で温められた熱水が断裂系に沿って上昇する事が考えられます。この断裂系の上部で浅部低比

抵抗域が見られますが、これは熱水上昇域の上部に発達する変質帯である可能性が考えられます。 

BD-1、BD-2は、ともにこの浅部低比抵抗域を貫き、かつ、本地域で卓越すると考えらえる北西-

南東方向の断裂系と直交する方向に計画されています。 

 

  

BD-1 断面図 BD-2 断面図 

北北東 東北東 西南西 東北東 
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（７）全体モデルイメージ（A-A’；磐梯山断面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

磐梯山断面（BD-1および BD-2 の坑口付近と磐梯山山頂を結ぶ断面）について、本地域の火口列の

方向や変質帯分布、広域の応力や断裂方向などを考えると、北西-南東方向で開口性の断層が発達され

ると期待され、これに直交する北東－南西断面図としました。 

本地域では、磐梯山直下の標高約-5,000m 以深において、直径 5,000m 程度の規模の溶融部（マ

グマ）が存在すると考えられており、熱源となっていると思われます。 

磐梯山山頂およびその北側の深部で低比抵抗域が分布しますが、これは過去の噴火に関連していると

思われ、高温域の中心と思われます。 

磐梯山山頂北東側では北西-南東方向の比抵抗不連続線（a）が分布しており、重力の急傾斜部とも重

なっています。 

ここで示した断層は熱源の中心に近い事から熱水の上昇域として期待できます。また、同断層上方の

浅部では低比抵抗域が分布し、熱水活動との関連が考えらます。 

 

 

BD-1および BD-2は、熱水上昇域の上部に発達すると期待される浅部低比抵抗域（粘土化帯：キャ

ップロック）を通過し熱水流動を規制すると期待される北西-南東方向の断裂系をターゲットとする掘

削計画となっています。 

  

磐梯山 赤埴山 櫛ケ峰 

A： A’： 
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【参考資料】地熱発電概要 

地下から取り出した蒸気と熱水をセパレーターで分離し、蒸気を直接タービンに送って発電します。

熱水と蒸気凝縮水は、還元井から地下に戻します。 

 

 

原子力

火力

水力

太陽光

0.69%

風力 0.44%

地熱0.24%

バイオマス

1.11%

澄川
50,000kW

258,774MWh

大沼
9,500kW
47,047MWh

上の岱
28,800kW
227,332MWh柳津西山

65,000kW
192,965MWh

森
25,000kW
128,610MWh

松川
23,500kW

91,413MWh
葛根田
80,000kW

260,067MWh
鬼首
15,000kW
28,513MWh

大岳
12,500kW
80,348MWh

八丈島
3.300kW
12,026MWh

八丁原
110,000kW
695,567MWh
ﾊﾞｲﾅﾘｰ2,000kW

8,581MWh
滝上
27,500kW
216,038MWh

杉乃井
1,900kW
10,871MWh

九重
990kW
1,650MWh

大霧
30,000kW
220,026MWh

山川
30,000kW
140,148MWh

霧島国際ホテル
220kW
450MWh

電源別発電電力量
（火力、原子力、水力については2012年度の実績、
風力、太陽光、地熱、バイオマスについては2012
年度の推計に基づく。出典：資源エネルギー庁ホー
ムページ、自然エネルギー白書2013（ISEP））

国内の地熱発電所
（出典：（社）火力原子力発電技術協会
「地熱発電の現状と動向 2013年」）

【凡例】

発電所名
認可出力 (kW)

2012年発電電力量(MWh)

合計：9,408億kWh

現在、日本には17か所の地熱発電所があ

り、これらの許可出力を合計すると51.5万

kWになります。これらの地熱発電所によっ

て１年間に発電される電力量は、日本全体

で発電される電力量の0.24%（2012年

度）にあたります。

国内の地熱発電所

2012年度発電電力量(MWh) 
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本資料は、情報提供を目的として作成されたものであり、内容については変更の可能性があります。 

また、本資料は、信頼に足りかつ正確であると判断した情報に基づき作成し、かつ福島地熱ＰＪに参

加する各社の確認を得ておりますが、各社はその正確性、確実性を保証するものではありません。 

ご質問、ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせいただきますようお願い申し上げます。 

 出光興産株式会社 資源部 地熱課 担当：大濱 英郎（おおはま ひでお） 

e-mail ; hideo.ohama@idemitsu.com 

      〒100-8321 東京都千代田丸の内３－１－１  電話 ０３－６８９５－４０５１ 

 

本資料の地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 50000（地図画像）を複製したものである。 

（ 承認番号 平２７情複、第５３３号 ） 


